
2019年 4月 1日 

公明党愛知県本部 

 

性的少数者に関わる政策課題についてのアンケート 

 

１．愛知県知事選挙や愛知県議会選挙の「投票所入場券」から「性別」の記載を

削除することについてどうお考えですか。 

１．賛成 

２．反対 

３．その他 

【自由記載欄】 

 

２．愛知県下の投票所で、半田市と同様に受付が男女別に分かれているところが

どの程度有るかを愛知県として調査することについてどうお考えですか。  

１．賛成 

２．反対 

３．その他 

【自由記載欄】 

  

３．愛知県知事選挙や愛知県議選挙の投票所で、男女別に分かれている受付につ

いてどうお考えですか。 

１．賛成 

２．反対 

３．その他 

【自由記載欄】 

 

４．愛知県が県下の市町村に対し、印鑑登録証明書の記載事項から「男女別」を

削除するよう要請することについて、どうお考えですか？  

１．賛成 

２．反対 

３．その他 

【自由記載欄】 

 



５．その他、愛知県の公的書類全般に関し、性別欄の必要性について順次見直し

を進めることについてどうお考えですか？  

１．賛成 

２．反対 

３．その他 

【自由記載欄】 

 

６．昨年は杉田水脈議員の「生産性」発言が問題になるなど、性的少数者の人権

に対する政治家の認識が問われる場面が増えました。政党として、当課題につい

て、具体的政策案を含めてどのような見解をお持ちですか。 

【自由記載欄】 

性的少数者の人権を尊重する社会を形成していくことは政治家の役割です。 

現在、性的指向と性自認の無理解により、様々な問題が表面化しています。学

校や職場などでは、自分の存在を否定されたように感じ、自殺に追い込まれるケ

ースも出ています。政治家は当然のこと、正しい理解を社会に広げる取り組みが

喫緊の課題です。 

 そのため、国では性的少数者への理解の促進を図るための法整備を推進する

とともに、地方自治体では関係省庁と連携し、当事者の声を踏まえ、学校・職場・

社会生活等における困難の実態把握、合理的配慮のための環境整備、教育啓発、

相談体制の整備に努めることが重要であると考えます。投票所の入場券や印鑑

登録証明書などにおける性別記載の削除はその取り組みの一つと言えます。 

性的指向や性自認に関する多様性を尊重することは「誰一人置き去りにしな

い」という「持続可能な開発目標（SDGs）」の基本理念にも通じるものです。 

公明党は、多様性が尊重され、差別のない社会の実現に向け、全力で取り組ん

でまいります。 

 

７．国政政党の提出した LGBT 差別解消法案および国政与党の作成した LGBT 理

解増進法案についてどのように評価しますか。  

【自由記載欄】 

 性的指向・性自認の多様なあり方について、残念ながら社会の理解が十分に進

んでいるとは言えません。差別解消に向けた漸進的な方策として、まずは性の多

様性を尊重し、性的少数者への理解の促進をはかる法整備を進めることが重要

であると考えます。国会においては、社会全体の理解が進むよう、法整備を視野

に入れた議論に期待します。 

以上 


